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全国の学生の皆さん。１０月１９日に法大デモと首相

官邸前でのデモを行います。すべての皆さんの結集を訴

えます。

野田政権による原発再稼働と一体で、法政大学では飲

酒規制と国際文化学部３年の武田雄飛丸君に対する処分

策動がねらわれています。この秋、６年半の法大闘争の

地平のもと改めて法大から大闘争を巻き起こそう！

今年４月１９日に法大包囲デモ－文科省抗議行動打ち抜く！

１０・１９法大包囲デモ
１０月１９日（⾦）１２：４０
法政大学市ヶ谷キャンパス正門前集合



●学祭実への抗議が「迷惑行為」！？
法大国際文化学部の武田雄飛丸君

（右写真）に対し、学部名義で「迷

惑行為の禁止について」（７月25日

付）なる文書が送られてきました。

（下枠に全文を掲載）怒りなしには

読めない文章です。「貴君は、『文

化連盟』、『社会科学研究会』と称

し、…学友会主催行事実行委員会に

対して、嫌がらせや恫喝といった数々の迷惑行為を繰り

返している」「今後もこれを繰り返す場合には、本学部

は学則に基づいて厳正な処分を行う」

ふざけるな！ ７月13日に行われた学祭に関する全学

説明会で、学祭実は暴力職員の手も借りて文化連盟を会

場から排除し（右下写真）、一方的に学祭規制を強行し

ようとしていました。国際文化学部は学部長・鈴木靖を

先頭に11人がピケを張っていました。それへの弾劾行動

を「迷惑行為」とデッ

チあげて不当処分を

狙う法大当局こそ腐

敗の極みです。武田

君は処分策動に怒り

を燃やし闘っていま

す。

●狙いは全面禁酒と
反原発闘争・法大闘争の圧殺

全学説明会では、全面禁酒など規制強化を進める法大

当局に学生の名をもって率先協力している学祭実に対し

て、参加サークル２割の不信任がたたきつけられました。

御用学生団体である学祭実に対する法大生の怒りは日に

日に高まっています。この処分攻撃こそ、首相官邸前を

はじめとした反原発闘争の大高揚と、その闘い・うねり

が京大をはじめキャンパスへの環流が始まっていること

への、法大当局の恐怖の現れです。キャンパスで官邸前

のような闘いをやらせないために、このような不当きわ

まる処分策動が行われているのです。

京大でも「告示第５号」による同学会潰しが狙われて

います。こうした当局による反動をぶち破り、官邸前で

あり「フクシマの怒り」と結びついてキャンパスから大

運動を巻き起こそう！

●すべての処分粉砕！法大闘争勝利へ！
武田君への処分策動を阻止し、今こそあらゆる不当処

分を撤回させよう。

処分撤回闘争は全世界の労働者が闘う解雇撤回闘争と

一体です。処分や解雇を撤回させることは、当局への

「お願い」の先にあるのではありません。実力ですべて

を奪い返す中にこそあります。増田総長や理事会があた

かもみずからの私有財産であるかのように言っているキャ

ンパス中央広場を学生が実力で占拠し、奪われてきた学

問・教育、そして大学支配権を奪い返す、その中で学生

が自ら持つ社会変革能力に気づき、文字通り大学と社会

の主人公になっていく無限の展望をもった闘いです。

フクシマの怒り、オキナワの怒り、あらゆる怒りと団

結して１０・１９法大闘争へ！

１１月４日、日比谷野音での労働者集会に集まろう！

法大・武田君への不当処分阻止！
教育を学生の手に奪い返そう！

オスプレイ配備に反対する沖縄県民大会

日時 ９月９日（日）
午前１１時から

場所 宜野湾市海浜公園
多目的ひろば

主催 オスプレイ配備に
反対する沖縄県⺠

大会実⾏委員会
※同日、本土でも連帯⾏動(11時、国会前)が闘われます

全学連先頭に闘われた

今年の５･15沖縄闘争！

↑武田君に学部から送りつけられてきた通知

武田君（左）を排除する学祭実


